




















つ
タ
イ
ム
リ
ー
な
農
畜
産
物
情

報
を
発
信
す
る
た
め
、
ア
プ
リ

の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
と
消
費

者
の
皆
さ
ま
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

子
牛
哺
乳
育
成
、
自
給
飼
料
栽
培
管
理
な
ど

の
実
践
研
修
を
中
心
に
、
酪
農
畜
産
に
関
す

る
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
座
学
研
修

も
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
業
務
課
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9
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担
当
：
佐
々
木
）
ま
で
。

“
膵
臓
・
胆
の
う
ド
ッ
ク 

を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
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ま
た
、
帯
広
厚
生
病
院
で
は
、
オ
プ
シ
ョ

ン
検
査
の
“
脳
ド
ッ
ク 

を
毎
月
第
２
土
曜

日

に

実

施

し

て

お

り

ま

す

。
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）
い
ず
れ
も
完
全
予
約
制
。
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↑訓子府実

証農場 HP

はこちら

↑昨年度実施の様子

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

旭
川
厚
生
病
院
で
は

“
土
曜
ド
ッ
ク
”
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
男
性
を
対
象
と
し
て
お

り
、
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
可
能
で
す
。

随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
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い
ず
れ
も
完
全
予
約
制
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
９
月
２
１
日
～
）

に
あ
わ
せ
て
、
道
警
・
交
通
安
全
協
会
と
連

携
し
、
道
内
各
地
で
本
会
職
員
に
よ
る
街
頭

啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
交
通
安
全
旗
や

横
断
幕
を
掲
げ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
と
歩
行
者
へ

安
全
運
転
や
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
呼
び
か

け
ま
す
。（
札
幌
地
区
は
９
月
２
９
日
実
施
予
定
）

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は

交
通
安
全
啓
発
活
動
を
通

じ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
に
役
職
員
一

同
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
青
少
年
の
育
成
支
援

と
ス
ポ
ー
ツ
応
援
を
目
的
と
し
て
、
平
成
２

１
年
度
よ
り
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
へ
特
別
協
賛
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

８
月
に
札
幌
市
の
モ
エ
レ
沼
公
園
で
行
わ

れ
た
北
海
道
地
区
予
選
会
に
は
、
地
元
Ｊ

Ａ
・
本
会
・
農
林
中
央
金
庫
の
職
員
が
大
会

の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
参
加
し
、

道
産
食
材
を
使
用
し
た
「
お
に
ぎ
り
」

「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
及
び
「
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
」

を
選
手
達
へ
差
入
れ
し
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場

（
訓
子
府
町
）
で
は
、
来
年
４
月

か
ら
１
年
間
、
農
場
で
の
酪
農
研
修
を
通
じ

て
就
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る

「
平
成
３
０
年
度
酪
農
研
修
生
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
研
修
は
乳
牛
飼
養
管
理
、
搾
乳
、

子
牛
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乳
育
成
、
自
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破
】

Ｊ
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グ
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ー
プ
北
海
道
が
取
り
組
む
「
サ

ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
制
作
し

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ

Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）
」
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
開
始
か
ら
約
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

各
地
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
皆
さ
ま
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
頂
い
た
結
果
と
し
て
、

平
成
２
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年
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月
に
、
１
万
ダ

ウ
ン
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ド
を
突
破
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た
。

今
後
も
、
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力
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な
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と
消
費

者
の
皆
さ
ま
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
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参
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。
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プ
通
信
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ル
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プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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“
土
曜
ド
ッ
ク 
”
を


実
施
し
て
い
ま
す
。
男
性
を
対
象
と
し
て
お


り
、
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
可
能
で
す
。


随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
（ 
☎
 

0
1
6
6
-
3
3
-
7
1
7
1

）


札
幌
厚
生
病
院
で
は
毎
月
第
２
土
曜
日
に

”
”

☎ ↑昨年度実施の様子
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